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 第二編は、1952 年の初当選から 59 年の石橋湛山訪中までの宇都宮徳馬の活動を
あとづける。 
日本に社会主義経済制度の実施に反対し、自由経済、自由主義と民主主義を
主張した宇都宮は自由党に期待をかけ、さらに自由党から立候補した。1949年
衆議院議員選挙に立候補して落選したが、1952 年初当選し、以降、衆議院議員
に連続 10回当選した。しばしば党内の主流派に反する行動をとり、派閥に属せ
ず、「一匹狼」的な異色の政治家と目された。 
本編では、1954年の世界平和大集会前後の世界歴訪を経て、宇都宮は平和共存に
基づく資本主義国家と社会主義国家の和解の必要性を認識し、対社会主義国外交へ
と乗り出し、宇都宮は日ソ国交正常化の促進派となり、1956年鳩山一郎首相の日ソ
国交回復の政策を支持したこと、日中問題についても関心を持つようになったこと
が述べられ、1959年秋、日中関係打開のため自民党反主流派の石橋湛山らとともに
訪中した宇都宮の、当時の思想が検討されている。訪中以前、日本外交の向かうべ
き先を、朝鮮、台湾、中国の順で論じていた彼は、訪中後、中国との国交正常化は、
戦後の日本外交の「最大の課題」であると認識するに至ったとされる。宇都宮は、
中国は「平和共存」に熱意が強い中国政権の持続性を指摘し、イデオロギーの相違
だけで貿易も国交も断絶している現状を批判したのである。本論文は、こうした思
想変化の結果、日中関係打開のための世論喚起に努め、自民党内親中派の形成に努
力し、日米安全保障条約改定反対闘争に加わって岸信介内閣を批判した宇都宮の行
動を辿り、党内反主流派を代表する論客に成長したことをあとづけた上で、岸への
批判は、戦前から残存する日本の政治社会の根底的な権力主義を見出したからであ
る、と論じている。それは、戦前・戦中・戦後初期における言動と一貫したものと
して所在している。 
 第三編は、池田勇人内閣前期の宇都宮徳馬について考察したものである。本編に
よれば、宇都宮は、経済政策を中心に置いた池田内閣の「低姿勢」を高く評価し、
日中関係の打開を同内閣に期待した。さらに彼は、日中関係を阻害している最大の
原因は米中関係であるとの認識に至り、そのために米中関係の打開のための行動を
とったことが指摘される。そして 1961年、宇都宮は訪中団を率いて訪中し、周恩来
首相と会談した。中国側はもともと彼を、「転向」に「資本家」「政治屋」になっ
た人物と見ており、当初、彼に好感を持っていたわけではなかったが、自民党内反
主流派として日中関係打開に積極的なことが中国に評価され、周恩来との会談まで
手配されたことを、本論文は、中国の公文書を発掘することで明らかにしている。
その上で、この段階の中国問題に対する宇都宮の考え方には、中国の代表権問題や
中国の現状についてなお認識不足があることを指摘しながらも、保守政党が日中問
題を回避するならば、政党としての存立意義がなくなるとの宇都宮の主張の重要性
を指摘している。 
最後に本論文は、「補章」で 1960年代の宇都宮の行動を、日中関係改善に努める
と同時に、外交の眼を世界に拡散させたものであると論じ、アルジェリアやインド
ネシア、北朝鮮を訪問し、世界平和のための「世界行脚」を行ったことを紹介した
のち、「終章」で論述の総括を試みている。宇都宮はアナーキスト、共産党員、企
業家、リベラリストなど思想的曲折を経たが、「転向」後の自由主義思想と官僚批
判の主張は、一貫して変わることはなかったと総括した上で、「一匹狼」的政治家
としての彼の発言は、対象がしばしば拡散したことから、政策として実現されるも
のではなかったが、世論への強いアピール力があり、今後おそらく現れることがな
いであろう「批判の政治家」であったと結論する。 
